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国指定文化財 

建 造 物 大宝
だいほう

八幡
はちまん

宮本
ぐうほん

殿
でん

 １棟  

 

指定年月日 明治 39 年４月 14 日 

所 在 地 下妻市大宝  

管 理 者 大宝八幡宮  

 

大宝八幡宮は旧県社であり、祭神は誉田別命
ほんだわけのみこと

（応神
おうじん

天皇）・足 仲 彦 命
たらしなかつひこのみこと

（仲哀
ちゅうあい

天

皇）・気 長 足 姫 命
おきながたらしひめのみこと

（神功
じんぐう

皇后）の三柱
みはしら

である。社伝によると、大宝元年 (701)、

藤原時忠
ふじわらのときただ

が筑紫の宇佐八幡宮を勧請
かんじょう

創建
そうけん

したといわれる。天台宗の古い写経の奥

書に『治承
じしょう

３年(1179)己亥７月 22 日未時書了 於常陸州下津間郡
 

八幡宮書了 兼智』

とあるから、平安末期にはすでに八幡信仰が盛行
 

していたことがわかる。 

 本殿は、天正
てんしょう

５年(1577)に下妻城主多賀谷下総守尊経
たかつね

が建立
こんりゅう

したことが、本殿

回廊の高欄擬宝珠
こ う ら ん ぎ ぼ し

によって知られる。三間社流造
さんげんしゃながれづくり

。建ち上がりも高く、柱も太く

て、どっしりした重み
 

を見せているが、これに比べて組物は小柄で複雑に組み合

わされ、桃山時代
 

初期の地方的建築のありさまを示す貴重な遺構であり、また、

派手な装飾は見られず
 

、落ち着いたたたずまいを見せている。  
 

〈擬宝珠銘文〉  

 奉新鋳  

 大宝八幡宮  

 大檀那  

 多賀谷下総守尊経  

 天正五丁丑季十二月日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国指定文化財  

史 跡 大宝
だいほう

城跡
じょうあと

 

 

指定年月日 昭和９年５月１日  

所 在 地 下妻市大宝ほか  

管 理 者 下 妻 市  

 

 平安時代
 

から南北朝時代にかけてあった城跡。西、北、および東方の一部を旧

大宝沼に囲まれた台地
 

の地形を利用して造築された城郭であり、東方も古い時代

は沼か湿地であったと思われるから三方断崖
 

に面した要害の地であった。 

 東西 288ｍ・南北 576ｍで台地の北方を本丸
 

、南方を大手、東を搦手
からめて

とした。興国
こうこく

２・暦応
りゃくおう

４年(1341)11 月、春日中将顕国
かすがちゅうじょうあきくに

が興良
おきなが

親王を奉じて小田城よりここに移

ってから、東国における南朝方
 

の拠点となった。その後、北朝方の猛攻をうけて

苦戦を続け、食糧不足と城内不和のため、興国４・康永
こうえい

２年(1343)11 月 12 日落城。

城主下妻政泰は討死
 

したといわれる。 

 城跡は大宝八幡宮の境内として今にその面影
 

を留めている。大宝八幡宮の裏手

には、昭和６年(1931)５月建立の『贈正四位下妻政泰忠死之地』の碑
 

と、昭和 18

年(1943)11 月建立の『下妻政泰公碑
 

』が建っている。 

 

 



県指定文化財 

彫 刻 金銅
こんどう

 阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

三尊像
さんぞんぞう

 ３軀  

 

指定年月日 昭和 37 年２月 26 日  

所 在 地 下妻市高道祖  

管 理 者 常 願 寺  

 

常願寺は真言宗豊山
ぶ ざ ん

派の寺院で、号は慈国山阿弥陀院である。本三尊像は本堂

に本尊として安置されている。古来
こ ら い

、雨乞
あ ま ご

いの阿弥陀三尊として名高い。  

 典型的な善
 

光寺式三尊像でいずれも金銅製である。中尊の阿弥陀如来は像高

44.2 ㎝、脇侍の観音
かんのん

菩薩
ぼ さ つ

が 29.9 ㎝、勢至
せ い し

菩薩
ぼ さ つ

が 29.7 ㎝を計測する。制作年代は

室町時代に入ると思われる。  

中尊台座は当初のものが残るが、脇侍台座は失われ後補
 

である。ともに頭、体

部を一鋳に作り、中尊両手首、脇侍両肩先を蟻
あり

柄
ほぞ

差しとする。鋳
 

技に優れ美麗な

像容であるが、表現はやや硬
 

い。  

 元治
げ ん じ

元年(1864)天狗党の兵火により、堂宇、古文書などすべて焼失したが、当

時の住職宥
ゆう

雅
が

和尚
おしょう

の機転により難をまぬがれたと
 

いう。  



県指定文化財  

彫 刻 木造
もくぞう

 聖徳太子
しょうとくたいし

立像
りゅうぞう

 １軀  

付
つけたり

 黒漆厨子
ず し

 

 

指定年月日 昭和 59 年３月８日  

所 在 地 下妻市下妻乙（栗山）  

管 理 者 光 明 寺  

 

 童子形太子像であり、ヒノキ材、寄木
よ せ ぎ

造、白土
は く ど

下地彩色、玉眼嵌入
ぎょくがんかんにゅう

、像高 65

㎝を
 

計測する。美
み

豆
ず

良
ら

を結った姿が本来の形と思われるが、欠失している。制作

年代は室町時代初期
 

、14 世紀末頃までに 遡
さかのぼ

ると思われる。  

太子の像容
 

は、３歳の南無太子像・16 歳の孝養像・壮年期の摂政太子像・衣冠

束帯像・馬上
 

太子像などいろいろな姿がある。  

 県内の浄土真宗寺院には多くの太子像
 

が残されているが、そのほとんどが孝養

像で、このような童子形太子像は、県内は無論、全国的にも
 

数少なく、その内で

も優れた作品
 

といわれる。 

 なお、本像を安置する黒漆箱形厨子の 框
かまち

裏
うら

には天
てん

正
しょう

９年(1581)の墨書銘がある。 

 



県指定文化財 

彫 刻 木造
もくぞう

 観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

立像
りゅうぞう

 １軀  

 

指定年月日 昭和 59 年３月８日  

所 在 地 下妻市肘谷  

管 理 者 肘谷地区  

 

カヤ材の一
いち

木造
ぼくづくり

で彫眼
ちょうがん

、像高 154.8 ㎝を計測する。平安時代後期の作で市内に

現存する仏像で最古のものといわれている。  

ほとんど抑揚
よくよう

がなく直立した姿勢であり、体部に背
せ

刳
ぐ

りを施すだけで、肩も肘先
ひじさき

まで一材彫成、臂釧
ひ せ ん

も共木から彫出し、一部に荒彫風のノミ目が残るなど彫法、

構造など古
 

様である。 

 本像は、もとは当地にあった順貴山西照院光福寺
じゅんきさんさいしょういんこうふくじ

のもので、土地の豪族坭屋
ひ じ や

氏

の守本尊と伝える。寺
 

が退転後、沼地に流失し、のち肘谷沼開発のとき発見され

再び西照院に安置されたが、明治
 

に至って西照院は廃寺となるにおよび、同地の

念仏堂に移され、地元の人々の信
 

心に守られてきた。 

祭日が農繁期にあ
 

たり、豆をいり、供物としたこと 

から「豆いり観音」と呼ばれる
 

。 

 



県指定文化財 

彫 刻 銅造
どうぞう

 薬師
や く し

如来
にょらい

立像
りゅうぞう

 １軀   

 

指定年月日 平成７年１月 23 日 

所 在 地 下妻市皆葉  

管 理 者 無 量 院 
 

 天台宗無量院境内の薬師堂に安置されている薬師如来立像であり、 鋳
ちゅう

銅
どう

製で両

手首が別鋳のほかは、足柄
あしほぞ

（足裏の台座にはめ込む柄）を含めた像の全容を一鋳と
 

し
 

、金箔を施す。台座はのちに他の像から転用したもので、光背や左手の上に乗

っていた薬
やく

壺
こ

は欠失している
 

。 

 低くなだらかな肉
にっ

髪相
けいそう

（頭頂部の隆起した部分）に大粒の螺
ら

髪
ほつ

（渦を巻く縮れ

た髪）を刻み、髪
はっ

際
さい

（額の髪の毛の生えぎわ）を波形につくってその一列が下を

向く
 

。丸顔の頬はふっくらとふくらんで
 

、眉、眼、鼻、口などの造作を明快に表

わし、体部も引き締まった肉どりを示している。着衣は偏衫
へんさん

（はだぎ）や衲衣
の う え

（僧

のころも）にそれぞれたるみや初層をかけるなど装飾的な表現がみ
 

られる。 

 このような表現、作風はいずれも鎌倉時代、13 世紀前半から一般化す
 

るもので

運慶様式に影響を受けたもので
 

ある。 

 県内の在銘作例でみると、笠間市の弥勒
み ろ く

教会
きょうかい

弥勒仏
み ろ く ぶ つ

立像
りゅうぞう

（藤原時
とき

朝
とも

造立、宝
ほう

治
じ

元

年(1247)銘）、同市岩
いわ

谷
や

寺
じ

の薬師如来立像 

（建
けん

長
ちょう

５年(1253)銘）などに近い特色をみ 

せており
 

、制作年代は鎌倉時代中期、13 世 

紀半ば頃の造立
ぞうりゅう

と考えて大過ないものと思 

わ
 

れ
 

る。 

さらに本像は
 

中世金銅仏として法量（像 

高 89.4 ㎝）も大きく、作
さく

行
ゆき

、鋳技
ちゅうぎ

ともきわ 

めて洗練された功
こう

技
ぎ

がみられ、鎌倉期金銅 

仏の好例であり、本県彫刻史上注目す
 

べき 

遺品ということができる
 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



県指定文化財 

彫 刻 木造
もくぞう

 千手観音
せんじゅかんのん

坐像
ざ ぞ う

 １軀  

 

指定年月日 平成 11 年１月 25 日 

所 在 地 下妻市下妻乙（小野子
お の こ

）  

管 理 者 小野子自治区  

 

 ヒノキ材の寄木
よ せ ぎ

造
づくり

、玉眼嵌入
ぎょくがんかんにゅう

、十一面、四十二臂
ひ

、像高 65.2 ㎝。制作年代は

鎌倉時代後期まで遡ると考えられる。 

 千手観音は、正しくは千手千眼
せんがん

観自在菩薩といい、千の慈手、千の慈眼で衆生
しゅじょう

を

済度
さ い ど

するので大悲観音ともいう。合掌手を除く四十手の一手で二十五有界の衆生

を救うため四十手で千手を表わす。 

 目じりのつり上がった明快な表情、写実的で程よく弾力のある体躯の質感など

鎌倉時代の作風を示し、頭部と体躯との均斉もよく保たれている。  

像内頭部に修理銘と考えられる墨書銘があり、下妻の住人である横須賀小六が

妻女とともに発願、星光 亮 舜
りょうしゅん

という 聖
ひじり

が村々を勧請、下妻城主多賀谷下総守基
もと

泰
やす

が大檀那
だ ん な

に、中山七郎五郎が小檀那となって、永
えい

正
しょう

17 年(1520)に下総国太方
おおかた

郡村

岡館の仏師弁法眼が修理したことがわかる。また、像内納入の墨書銘
めい

札
さつ

より、万
まん

治
じ

３年(1660)、享保
きょうほ

元年(1716)にもそれぞれ修理したことがわかる。  

安置されていた真寿院は明治に至って廃寺となり、現在は小野子地区の観音堂

に祀られている。下妻中世文化史の上で貴重な遺品である。  



県指定文化財 

工 芸 品 瑞
ずい

花
か

雙
そう

鳥
ちょう

八
はち

稜
りょう

鏡
きょう

 １面  

 

指定年月日 昭和 40 年２月 24 日 

所 在 地 下妻市大宝  

管 理 者 大宝八幡宮  

 

白銅製で、径 11.2 ㎝を計測する。文様
 

表出のよい精良な一面である。鏡背文様

は四分割して、上下に瑞花を散らし、左右に鳳凰
 

を対称的に配し、さらに周囲に

は羽をひろげた蝶を四方に対称的におき、そのあいだに唐草
 

を散らしている。八

稜のかたち、対称的構図をとる文様表現は中国唐鏡の様式であるが、文様の姿態、

肉取りの調子は和風である。鋳造年代は 11 世紀頃
 

であろう。 



県指定文化財 

工 芸 品 銅
どう

鐘
しょう

 １口  

 

指定年月日 昭和 59 年３月８日  

所 在 地 下妻市大宝  

管 理 者 大宝八幡宮  

 

 青銅製で、高さ 108.1 ㎝、口径 60.3 ㎝を計測する。池
 

の間（鐘の中間にあるほ

ぼ方形の四区）の陰刻銘により、さいたま市岩槻区
い わ つ き く

にある平林寺
へ い り ん じ

を開山した石
せき

室
しつ

善
ぜん

玖
きゅう

が嘉慶
か け い

元年(1387)に鋳造し、大工沙弥
し ゃ み

道善作であることがわかる。その後、享
きょう

徳
とく

５・康
こう

成
せい

２年(1456)に上幸嶋郡穴
あ

太
な

辺
べ

の星
ほう

智
しょう

寺
じ

のものとなったことが三区以下

の追刻銘で知れる
 

。 

そして、天
てん

正
しょう

元年(1574)９月、佐竹氏の先手となった多賀谷氏が当該地方へ出

陣した際に戦利品
 

として持ち帰り、大宝八幡宮に奉納したものと伝えられる。 

また、この鐘を撞
つ

くと、ふるさと恋しさから｢穴太辺恋し｣と鳴るといわれ『穴

太辺恋しのつりがね』とも呼
 

ばれる。 

 

 



県指定文化財 

古 文 書 親
しん

鸞
らん

門
もん

侶
りょ

交
きょう

名
みょう

 １巻  

 

指定年月日  平成 19 年 11 月 16 日  

所 在 地  下妻市下妻乙（栗山）  

管 理 者  光 明 寺 

 

 巻子
か ん す

仕立の巻物で全一巻。縦 16.1 ㎝、横 780.8 ㎝を計測する、真宗
 

（浄土真宗）

の開祖である親鸞
 

の門弟一覧表の書写本である。執筆者として、光明寺の開基で

ある明空の名が記されている。成立は室
 

町時代中期と推定される。ただし、部分

的に後補があり、後補の時期は江戸時代末期と考
 

えられる。 

 現在、この類型の古い写本
 

は全国で 10 点ほど知られ、その中で最も古いものは

愛知県の妙源寺に伝来してきた康
こう

永
えい

２年(1343)書写の三河妙源寺本といわれてい

る。県内にはこの光明寺本のほか、那珂市阿弥陀
 

寺と、笠間市西念寺に残されて

いる
 

。この３点のうちでは光明寺
 

本が最も古い。 

 内容は、親鸞
 

の弟子や孫弟子など三百数十名に及ぶ名前が記され、それぞれの

居住地は、常陸・下総・下野・陸奥・越後・遠江・京都などである。他の親鸞門侶交名牒
 

とは異なる記
 

載もみられる。それだけに、未だ解明されない鎌倉・室町
 

時代の真

宗の歴史、親鸞当時の教団の実情を知る上で貴重な内容ということができる。 

 

 



県指定文化財 

考古資料 丸木舟
ま る き ぶ ね

 １艘  

 

指定年月日 昭和 59 年３月８日  

所 在 地 下妻市大宝  

管 理 者 大宝八幡宮  

 

 この丸木舟はクロマツ材で、長さ 6.07ｍ、幅 55 ㎝を計測する。船首と船
 

尾を尖

らせてい
 

る。江戸時代の中頃に大宝沼（大宝八幡宮の西側に所在した沼）から発

見されたといわれる。浅
 

瀬で運搬用に使われていたものと考えられる。舟底は平

坦に近い造りで、舷
 げ ん

の内外とも精巧に削られているのが特色になっている。大木

の幹をくりぬいて造った丸木舟は刳
くり

舟
ぶね

ともいわれる。見事な造りのこの丸木舟は、

古墳時代後期のものと考えられ、ほぼ完全な形
 

で、保存も極めて良好、貴重な考

古資料として高く評
 

価されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



県指定文化財 

史 跡 駒城跡
こまじょうあと

 

 

指定年月日 昭和 10 年 11 月 26 日  

所 在 地 下妻市黒駒  

管 理 者 下 妻 市  

 

 南北朝時代にあった城跡
 

。東西約 120ｍ、南北約 180ｍの城跡の北西部に『駒城

址』の碑がある。駒館
こまのだて

、駒楯
こまのたて

城ともいわれた。 

 駒城は小田城（つくば市）、関城
 

（筑西市）、大宝城とともに常陸国における南

朝方の戦略的拠点として重要な
 

存在であった。在地の武将の名は確定できないが、

中御門
な か み か ど

少 将
しょうじょう

実
さね

寛
ひろ

を擁して奮戦した。しかし、興国
こうこく

元・暦応
りゃくおう

３年(1340)５月 27 日、

北朝方の 高
こうの

師
もろ

冬
ふゆ

の猛攻により実寛は生け捕りにされ、やがて落城したといわれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



市指定文化財 

建 造 物 石造
せきぞう

 五輪塔
ご り ん と う

  １基  

 

指定年月日 昭和 54 年 11 月５日  

所 在 地 下妻市黒駒  

管 理 者 個 人  

 

 この五輪塔は凝灰岩製
ぎょうかいがんせい

で、総高は 147.5 ㎝を計測する。制作年代は南北朝時代、

14 世紀後半頃のものと思
 

われる。 

 石造遺物の中で一般的によく知られているのが、五
 

輪塔であろう。五輪塔は仏

教の五大思想の教えによる宇
 

宙観を表わし、宇宙はすべて地・水・火・風・空の

五つの元素から形成されているという考
 

えから発している。下から方形（地輪）・

円形（水輪）・梯形（火輪）・半円形（風輪）・宝珠
 

形（空輪）を積み上げて五輪塔

とする。平安時代後期から造立を見るようになり、その目的は堂宇の落成、仏像

開眼、供養
 

のために造られた。初期の五輪塔は軟質な凝灰岩
 

などを用いているが、

鎌倉時代も後半に入ると石工の技術発展に伴い硬質の花崗岩
か こ う が ん

製に変わっていった。

時代がくだり室町時代に入ると小形化しはじめ、次第
 

に墓標としての性格を強く

していった。 

 市内には数多くの五輪塔が残っているが、この五輪塔はその中でも優品
 

の一基

である。 

 



市指定文化財 

建 造 物 今泉
いまいずみ

不動堂
ふ ど う ど う

 １宇  

 

指定年月日 平成８年 12 月 26 日 

所 在 地 下妻市今泉  

管 理 者 今泉不動尊氏子総代  

 

 今泉不動堂は、下妻城主多賀谷氏が、城の 坤
ひつじさる

（西南）の鎮護のため建立した

と伝えられる。その多賀谷
 

氏も、やがて豊臣秀吉の天下統一の前に屈服し、さら

に慶長
けいちょう

６年(1601)徳川家康により所領没収、追放された。その後、元和
げ ん な

２年(1616)

下妻城主に封じられた松
 

平定綱が、その翌年に本不動堂を再建している (猪瀬家

所蔵文書
  

)。しかし、現在の
 

堂宇
 

は、建築の細部手法が江戸時代中期の特徴を表わ

していることから江戸時代享保
 

頃に改築されたものと思われる。 

 建築形式は、桁
 

行・梁間ともに三間（実寸法 7.6ｍ）の本体に、正面一間の後拝

を設け、本体周囲に回
 

縁をまわす。本体の前面一間を外陣、奥の二間を内陣とし、

結界には格子
こ う し

戸
ど

を入れる。（ただし、屋根と天井は近年改修された） 

特に目を引くものに 頭
かしら

貫
ぬき

虹
こう

梁
りょう

上の竜、竜を浮彫にした向拝柱、その柱頭の唐獅

子と獏
ばく

の彫物などがあり見事である。これを彫ったのは、堂内の須
 

弥壇、匂欄の

刻銘から、江戸時代中期を代表する高名な彫物師で国指定建造物  成田山
 

新勝寺三

重塔などを手がけた無関堂
む か ん ど う

円
えん

鉄
てつ

の弟子と思われる嶋村藤市という職人とみられる。 

 



市指定文化財 

絵 画 絹本著色東方朔図
けんぽんちゃくしょくとうぼうさくず

 １幅   

 

指定年月日  平成２年３月 17 日 

所 在 地 下妻市大園木  

管 理 者  個 人 

 

  円山応挙
まるやまおうきょ

筆、縦 99 ㎝、横 37 ㎝。応挙 51 歳(1784 年)の時の作品。 

 「東方朔
とうぼうさく

」という中国前漢の文人を描いたもので、表情や衣装の質感等は非凡

の筆致である
 

。伝説によると東方朔は「八百年も長生きした仙人である」とも言

われてお
 

り、彼が手に持つこの桃を食べると長生きできると言うことから、おめ

でたい時の
 

贈り物として東方朔の絵
 

がよく使われた。 

 この絵は、毛書きで顔の表情を精緻
せ い ち

に描かれていて、筆にもたつきがなく、非

常にすっきりして垢抜
あ か ぬ

けした絵である。落款
らっかん

（作者の印）も間違いなく、確かな

絵であろうと評価さ
 

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円山応挙  

 1733-95 年。江
 

戸時代中期の画家で円山派の祖。丹波（京都府亀岡市）の生まれ。

15 歳の頃、京都に出て鶴沢派の画家石田幽
い し だ ゆ う

汀
てい

に画技を学び、新しい写生画風を創造

し名声を博した
 

。題材は山水、花鳥、人物など多様である。  



市指定文化財 

絵 画 明治
め い じ

諸家
し ょ か

画帖
がちょう

 全 19 図   

 

指定年月日 平成５年２月 25 日 

所 在 地 下妻市大園木  

管 理 者 個 人 

 

 本画帖は枝山藤復
えだやまとうふく

の序文によれば、明治 33 年(1900)、結城郡蚕飼村（現・下妻

市大園木）の塚原氏のために、水海道（現・常総市）出身の南画家猪瀬
い の せ

東寧
とうねい

の斡旋
あっせん

で作られたことがわかる。塚原氏は当地出身の塚原
つかはら

周造
しゅうぞう

（弘化
こ う か

４年生まれ）のこ

とで、日本の船舶事業な
 

ど海事
か い じ

関係で活躍した人である。 

 本画帖の内容は、斡旋者の東寧も含めて 19 人の作家が各一図を担当し、川端
かわばた

玉
ぎょく

章
しょう

を
 

はじめ現在でも名が高い画家が比較的多い。おそ
 

らく当時東寧の交友範囲に

あった第一線の画家たちであったと考えられる。画題も山水・人物・花卉
か き

・鳥獣・

虫
ちゅう

貝
かい

と多種類にわたるが、ここにはこの時代の大画面構成にまま見受けられ
 

る
 

表

現の破綻
は た ん

は全くなく、各図とも雅趣
が し ゅ

深い上質の作品になっている。この特質は、

本画帖が小品で
 

あることも関連しているが、一方で塚原氏や東寧のために、各作

家と
 

も得意分野でとくに腕を振るったことを推測させている。その意味で本画帖

は、近代の
 

諸家による名品集と称してよい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



市指定文化財 

絵 画 絹本著色
けんぽんちゃくしょく

愛染
あいぜん

明王像
みょうおうぞう

 １幅  

 

指定年月日 平成８年 12 月 26 日 

所 在 地 下妻市下妻丙（大町） 

管 理 者 円 福 寺  

 

この愛染明王像は掛軸
 

で、縦 251.5 ㎝、横 172.0 ㎝を計測する大型品である
 

。 

 愛染明王は、愛欲・貪欲などに苦悩する人間を解脱
げ だ つ

させる神として崇拝され、

真言宗では、敬愛・息災・増益・幸福などのための修法の本尊
 

（大日如来の化身）

として祀ら
 

れる。 

 本図は、紅蓮
 

の大円相中の周辺に火焰
か え ん

をめぐらした頭光、身光を背に、宝瓶上

の蓮華座に結跏趺
け っ か ふ

坐
ざ

する朱身で獅子冠をいただいた三目六臂（五鈷
ご こ

杵
しょ

・五鈷
ご こ

鈴
れい

・

弓・矢・拳・蓮華）の忿怒
ふ ん ぬ

の姿である。 

 描写は的確、かつ像身を厳飾する賦
 

彩など全体として、華麗な趣をもつが表現

はやや硬い。制作年代は室町時代末頃と考
 

えられる。 

 本図に裏書があり、永
えい

禄
ろく

11 年(1568)に大修理を示す今里郷円福寺・俊光法印の

墨書銘がある。円
 

福寺はもと下総国今里郷（現・八千代町今里）にあった。戦国

時代の元亀
げ ん き

２年(1571)、小田原の北条軍の来攻によって寺社坊宇が焼失し、その

後多賀谷氏の下妻城下、現在の地に移転
 

再建されたという。本図はこの兵火から

逃れ、今日に伝えられた歴史的貴重な遺品
 

である。 

 



市指定文化財 

彫 刻 木造
もくぞう

 釈迦
し ゃ か

涅槃像
ね は ん ぞ う

（寝釈迦像）１軀  

 

指定年月日 昭和 61 年３月 31 日 

所 在 地 下妻市下妻丙（大町） 

管 理 者 金 林 寺  

 

 ヒノキ材の寄木造
よせぎづくり

で彫眼
ちょうがん

である。全長は 112.1 ㎝を計測する。頭部、体軀
た い く

とも

に前後矧
は

ぎ、地付部も別材を矧いでいる。頭部前面は首の三本の横線、すなわち

三道の下でなく、衣
 

の衿に沿って腹部近くまではぎ目が及んでいる。右肩の上膊
 

部

を矧ぎ付け、左手先は別木を差し込んでいる。目の彫り、口には抑揚があり、衣文
え も ん

の自然な彫出しとともに写実的である。木寄せの法も大きく、内
うち

刳
ぐ

りのノミも強

く、すべてに鎌倉時代の作風を示している。 

 涅槃像は釈迦が 80 年の説法を終り、クシナガラの沙羅
さ ら

双樹
そうじゅ

の下で北枕西面、右

脇を下に身を横たえ、多くの弟子
 

や様々な動物に囲まれ涅槃に入ろうとする光景

を表
 

したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 



市指定文化財 

彫 刻 石造
せきぞう

 十三仏
じゅうさんぶつ

 １軀  

 

指定年月日 平成８年１月 18 日  

所 在 地 下妻市伊古立  

管 理 者 伊古立地区  

 

 この石仏は、高さ 116 ㎝、幅 50 ㎝、奥行 30 ㎝を計測し、銘文から元禄
げんろく

５年(1692)

に
 

造立されたことが分かる。 

十三仏とは①不動明王
ふどうみょうおう

、②釈迦
し ゃ か

如来
にょらい

、③文殊菩薩
も ん じ ゅ ぼ さ つ

、④普賢菩薩
ふ げ ん ぼ さ つ

、⑤地蔵
じ ぞ う

菩薩
ぼ さ つ

、

⑥弥勒菩薩
み ろ く ぼ さ つ

、⑦薬師
や く し

如来
にょらい

、⑧観音
かんのん

菩薩
ぼ さ つ

、⑨勢至菩薩
せ い し ぼ さ つ

、⑩阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

、⑪阿閦
あしゅく

如来
にょらい

、

⑫大日如来
だいにちにょらい

、⑬虚空蔵
こ く う ぞ う

菩薩
ぼ さ つ

の十三の仏をいい、家にお
 

いて葬式や中陰の追善・年

忌法要などを行うとき、本尊とする十三の仏・菩薩を礼拝す
 

ることがある。 

 十三仏の造立は
 

14 世紀後半の南北朝時代から建てられ始め、最初は関東地方の

庶民の中で広まり、そ
 

の後の室町時代後期の天文
てんぶん

年間(1532～1555)前後にピーク

をむかえ、江戸時代中期に
 

造立は途絶えてしまったようで、この伊古立の十三仏

も終焉期のものである
 

。 

 仏教信仰の
 

世界では、大部分の人はその死後において、通過しなければならな

い寂寥
せきりょう

としたあの世の旅路が待っているとされている。その途中でわれわれを見

守ってくれる
 

のが十三仏である。十三仏は、私たちの守り本尊といってもよいだ

ろう。そのため、追善の忌日の供養だけでなく、自分自身の追善法要を生前に修

する｢逆修
ぎゃくしゅ

｣の本尊とすることも古くから盛んであった。伊古立の十三仏も、逆修

のた
 

め
 

に建てられ
 

たものと思われる。 

 

 



市指定文化財 

彫 刻 木造
もくぞう

 阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

立像
りゅうぞう

 １軀  

 

指定年月日 平成８年 12 月 26 日 

所 在 地 下妻市下妻戊（田町） 

管 理 者 雲 充 寺  

 

ヒノキ材で寄木造、像高 64.0 ㎝を計測する。雲
 

充寺は、紫光山西生院と号し、

浄土宗名越派の寺である。この像は本寺の本尊で、両手とも屈臂
く っ ぴ

して、 掌
たなごころ

を前

に向け、第一指と第二指とを捻ずる説法印
せっぽういん

を結ぶ立像である。 

 玉眼嵌入
ぎょくがんがんにゅう

、漆箔
しっぱく

、衣部に金泥文様を配し、右腕をおおう偏衫
へんさん

をつけ、その上に

偏袒
へんたん

右肩
う け ん

の納衣をまとい、踏割蓮華座上に立つ。ただし、台座は後補である
 

。頭・

躰部とも前後二材矧
はぎ

づくり、写実的な面貌と、複雑かつ強い調子の着衣構成が特

色である
 

。このような作
 

風から制作年代は、鎌倉時代末頃と思われる。  

 両手を屈臂
 

して説法印を結んだ立像は、全国的にも類例は少なく珍しい作品で

ある
 

。 

 



市指定文化財 

古 文 書 宗
むね

任
とう

明神社領
みょうじんしゃりょう

朱印状
しゅいんじょう

 13 状  

 

指定年月日 平成元年３月 17 日 

所 在 地 下妻市本宗道  

管 理 者 宗任神社  

 

 縦 45 ㎝、横 62 ㎝の和紙に書かれた将軍家よりの除地（年貢を免除する）証書で
 

ある。 

 宗任神社は、慶安
けいあん

元年(1648)９月 17 日に三代将軍徳川家光より朱印地五石を与

えられ、十四代将軍家茂までの累代の将軍の朱印状を所蔵している
 

。 

 朱印状と
 

は、朱印の押された文書で、戦国時代から江戸時代のものをいい、そ

の他の時代の文書で
 

朱印が押されていても朱印状とは呼ばない。  

 今川氏、後北条氏、武田氏、上杉氏、織田氏、豊臣氏など
 

も朱印状を発給して

いたが
 

、徳川時代に入ると朱印押捺
おうなつ

は将軍家のみに限られ、諸大名はすべて墨を

用いさせられ、｢黒印状｣と
 

言った。用途は主として将軍より大名への書状、寺社

への所領、給付などに用いるこ
 

とが多かった。 
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市指定文化財 

古 文 書 覚
おぼえ

 幸
さ

嶋
しま

十二郷
ごう

豊
とよ

田
だ

三十三郷
ごう

惣
そう

高
だか

 １冊  

 

指定年月日 平成元年３月 17 日 

所 在 地 下妻市本宗道  

管 理 者 宗任神社  

 

 幸
さ

嶋
しま

十二郷
ごう

豊田
と よ だ

三十三郷
ごう

惣
そう

高
だか

覚え帳として作成されたもので、記録者は不明で

あるが、紙質、文字体より考察すると作成時期は、織豊期
しょくほうき

以前、ただし鎌倉期を

越えないものと勘案さ
 

れる。  

 この覚え帳は、下総
しもふさの

国
くに

幸嶋
さ し ま

・豊田両郡（現・坂東市、常総市、下妻市、八千代

町）に所在した郷村の分布と、そこから納入される年貢（銭と斗物
と も の

）の量を記し

たもので、この地方郷村をうかがう上で価値の高い貴重な史料であ
 

る。  

 年貢の納入のようすは、一郷一村、ま
 

たは数ヶ村の惣組織になっているが、鎌

倉幕府派遣の
 

検地奉行が年貢を定め、幕府へ報告した写しがある。  

 この覚え帳から、くろすのむら（宗道）は御年貢銭六〇貫
かん

、年頭銭一貫、役人

へ半貫、斗物
と も の

（夏、秋二回）一二〇俵と記されている。  

 こ
 

の覚え帳に記録されているもので現在の下妻市の地名とつながりのあるもの

は次のとおりである
 

。  

 

おさかへの郷(長萱) いこたつの村(伊古立) 袋の郷(見田袋) むらおか村(村岡) 

 水すなの村(砂子) 白鳥郷(唐崎、見田、下栗に白鳥があるが不詳 ) からさき村(唐崎) 

 みたのむら(見田) す□たの村(渋田) はらのむら(原) くちらの村(鯨) 

 かまわの村(鎌庭) はねこのむら(羽子) くろすのむら(宗道) 下栗のむら(下栗)  

田下村(田下) 五かの村(五箇) み名波之郷(皆葉) べっぷの郷(別府) 

 



市指定文化財 

古 文 書 多賀谷
た が や

氏
し

発給
はっきゅう

文書
もんじょ

 ８点  

 

指定年月日 平成８年 12 月 26 日 

所 在 地 下妻市下妻乙（栗山） 

管 理 者 光 明 寺  

 

   巻子本（墨書）一巻仕立  

   （１） 多
 

賀谷家植寺領寄進状  大永６年10 月 10 日 西坊宛 

                     (天文９年 ) 

   （２） 多賀谷朝経寺領寄進状    子年７ 月 2 0 日 西坊宛 

                     (天文 21 年) 

   （３） 多賀谷政経寺領寄進状    子年８ 月 ２ 日 光明寺宛 

 

   （４） 多賀谷政経寺領寄進状  天文 20 年卯 月 2 6 日 光明寺宛 

 

   （５） 多賀谷光経書状     年未詳 霜 月 2 7 日 西坊宛 

 

   （６） 多賀谷政経書状     年未詳  ８ 月 1 2 日 光明寺宛 

 

   （７） 多賀谷重政書状     年 月 日 未 詳 光明寺宛 

                     (永禄５年)      (光明寺か) 

   （８） 多賀谷政経書状      戌年 ３ 月 1 2 日 宛所なし 

 

 

 下妻を拠点に勢力を拡大し、常総地方を配下に収めつつ、戦国時代を駆け抜け

ていった下妻
 

衆の統領（大名）が下妻多賀谷氏である
 

。 

 光明寺所蔵の本文書８点は、いずれもこの多賀谷氏から、光明寺（西坊）宛に

発給されたものであ
 

る。 

現在、多賀谷氏発給文書は全国で 45 点ほど知られる
 

が、特に本文書８点中には、

発給の数が少ないとされる初代家植
いえたね

から４代政
 

経の署名が確認され、その意味で

も大変重要
 

である。 

 文書の内訳は、寺領寄進状４点、公事
く じ

・人足
にんそく

免除などの書状４点である。これ

らは、戦国時代の光明寺が歴代多賀谷氏の強
 

い保護を受けていたこと、その深い

結びつきを示すとともに多賀谷氏の動向
 

の一端をうかがう貴重な史料である。  
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（１）多賀谷家植寺領寄進状 
    縦 32.2cm・横 48.0cm 折紙、花押型（木版）使用、折裏に墨影あり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）多賀谷朝経寺領寄進状 
    縦 30.4cm・横 45.8cm 折紙、花押型(木版 )使用  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）多賀谷政経寺領寄進状 
    縦 31.0cm・横 41.8cm 折紙  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）多賀谷政経寺領寄進状 
    縦 31.0cm・横 40.4cm 折紙  
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（５）多賀谷光経書状 
    縦 28.2cm・横 38.1cm 端裏に墨引あり  

    宛所「西」になぞり（重ね書き）あり〈元字は御か〉   端裏書「にし御坊へ［  ］」あり  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）多賀谷政経書状 
    縦 31.2cm・横 44.8cm 折紙、黒印使用（二重墨円）  

    印文は「政経」、折裏末尾に「修理亮」とある  

 

 
 

（７）多賀谷重政書状 
    縦 31.2cm・横 43.0cm 折紙、花押型（木版）使用〈但しにじみあり〉  

本文５、６行中になぞりあり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）多賀谷政経書状 
    縦 29.4cm・横 41.4cm 宛名なし  
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市指定文化財 

古 文 書 親
しん

鸞
らん

伝
でん

絵
ね

 ４巻  

 

指定年月日 平成８年 12 月 26 日 

所 在 地 下妻市下妻乙（栗山） 

管 理 者 光 明 寺  

 

 真宗（浄土真宗）の開祖である親鸞
 

聖人の一代の伝記を描いた紙本著色
しほんちゃくしょく

の絵巻

物で、全四巻から成る。寸法は、縦が各巻 31.3～5 ㎝、横が巻第一 1140.5 ㎝、巻

第二 1387.0 ㎝、巻第三 1100.0 ㎝、巻第四 1214.3 ㎝である。 

元来この絵巻物は、聖人の曾孫にあたる本願寺三世の覚如
かくにょ

が、鎌倉時代の永
えい

仁
にん

３

年(1295)に全 13 段の二巻本を撰述し、絵は康楽寺法眼浄賀に描
 

かせたのがその最

初
 

といわれる
 

が、この永仁本は建武
け ん む

３年(1336)の南北朝戦乱で焼失したという。

しかし、覚如はその後、一段増補
 

した全 14 段もの一本（西本願寺本）と二段増補

した全 15 段もの一本（東本願寺本）をおのおの作成している。 

光明
 

寺に伝わるこの親鸞伝絵は、東本願寺本の系統に属し、その忠実な模本であ

る。制作者名は明
 

らかではなく、制作地は京都であると考えられ、制作年代は近世
 

中期と推定される。画風は大和絵の伝統を踏襲
 

しつつ、水彩画のようなさわやか

で流麗な筆さばきで描かれている。 

 県内でも数少ない貴重な遺品で、特に本市は親鸞聖人
 

 

の生涯、及び真宗教団史でも重要なところであり、その 

中で直弟子の明空
 

開基の寺院に伝えられてきたことの意  

味は大きく、大切な文化
 

財である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



市指定文化財 

古 文 書 吉澤家
よしざわけ

文書
もんじょ

 40 冊 

 

指定年月日 平成８年 12 月 26 日 

所 在 地 下妻市長塚乙 

管 理 者 下妻市ふるさと博物館 

 

 本文書は、井上下妻藩の家老を何代かにわたって勤めた吉
 

澤家が、藩の御用日記類を

書写したものである。折紙
お り し

、和綴
わ と じ

の竪帳（縦 21.0 ㎝、横 14.5 ㎝）が 19 冊、横帳（縦

10.5 ㎝、横 14.5 ㎝）が 15 冊、横帳
 

細型（縦 7.3 ㎝、横 21.0 ㎝）が６冊、全 40 冊から

成る。 

 井上下妻藩は正徳
しょうとく

２年(1712)の創藩以来、明治４年(1871)の廃藩まで 160 年間下妻を

領した譜代小藩である。その所領は常
 

陸国真壁郡・武蔵国埼玉郡及び大里郡・下野国都

賀郡のうちであり、合わせて表
おもて

高
だか

１万石であった。まとまった所領の中心が下妻にあっ

たので、ここに陣屋
 

が置かれた。 

記録年代は藩成立以前の元禄
げんろく

７年(1694)までさかのぼり、下限は文
ぶん

久
きゅう

３年(1863)まで

である。欠落年代もかなりあるが、御用
 

日記の書写という点で、下妻藩政の動向、家臣

の生活ぶりといったものを概観
 

することができる、きわめて貴重な近世史料である。書

写年代は宝暦
ほうれき

末年以降(1764 年頃)と推定される。 

 



市指定文化財 

考古資料 法光寺
ほうこうじ

の板碑
い た び

 ２基 

 

指定年月日 平成元年３月 17 日 

所 在 地 下妻市下栗 

管 理 者 法 光 寺 

管  

 板碑は、五輪塔な
 

どと同じく中世の供養塔の一つで、板石で作った「供養塔婆
と う ば

」「ばん

ぴ」「いたぼとけ」な
 

どと俗称され、13 世紀から 16 世紀頃までつくられたものである
 

。

当時は領主
りょうしゅ

などでなければとても建てられないものであった。頂を三角形に作り、二条

の横線を持つものが一般的で、上部に礼拝対象の主尊を種子（梵
ぼん

字
じ

）で
 

刻み、下方に造

立の願文、願主名、年紀を刻んでいる。板碑に
 

よって中世の宗教、美術、生産、流通の

実態が推測される。 

 法光寺の板碑は、嘉元
か げ ん

２年(1304)銘の名号板碑と、正 中
しょうちゅう

３年(1326)５月 12日銘の種子
し ゅ じ

板碑
 

である。 

 二面と
 

も武蔵型板碑で秩父産 緑
りょく

泥
でい

片岩
へんがん

のおちついた美しい青緑色である。この板碑は

「明治 40 年７月寺前の
 

畑中より発掘された」と、宗道小学校所蔵の「郷土誌」（大正２

年著）に記録さ
 

れている。 

 



市指定文化財 

考古資料 薬王寺
やくおうじ

の板碑
い た び

 ２基  

 

指定年月日 平成２年３月 17 日 

所 在 地 下妻市宗道 

管 理 者 薬 王 寺 

 

 板碑は、五輪塔などと
 

同じく中世の供養塔の一つで、板石で作った｢供養塔婆
と う ば

｣「ばん

ぴ」「いたぼとけ」な
 

どと俗称され、13 世紀から 16 世紀頃までつくられたものである。

当時は領主
りょうしゅ

などでなければとても建てられないもの
 

であった。頂を三角に作り、二条の

横線を持つも
 

のが一般的で、上部に礼拝対象の主尊を種
 

子（梵字
ぼ ん じ

）で刻み、下方に造立

の願文、願主名、年号を刻んでいる
 

。板碑に
 

よって中世の宗教、美術、生産、流通の実

態が推測される。 

薬王寺の板碑は、石材は秩父産 緑
りょく

泥
でい

片岩
へんがん

の板石で、貞治
て い じ

３年(1364)のものは縦 52 ㎝、

横 16 ㎝、厚さ 3.5 ㎝、応安
おうあん

８年(1374)の
 

ものは縦 42 ㎝、横 16 ㎝、厚さ 3.5 ㎝。どちら

も紀年銘があ
 

り、型は武蔵型、種子
し ゅ じ

は阿弥陀如来である。 

発見した場所や年代は不明であ
 

るが、考古資料として貴重な
 

ものである。 

 



市指定文化財 

考古資料 石造
せきぞう

 五輪塔
ごりんとう

 １基  

 

指定年月日 平成２年３月 17 日 

所 在 地 下妻市下栗 

管 理 者 法 光 寺 

 

 花崗岩
か こ う が ん

製の五輪塔であり、塔高 120 ㎝を計測する。各輪の形状を見れば、空
くう

輪
りん

は宝珠

形を呈して請花の風
ふう

輪
りん

と連結して作られている。火
か

輪
りん

は一隅棟が欠損しているが厚みを

有し、勾配
こうばい

はそれほど急ではない。軒の中央部よりは隅棟を厚くして反
そ

りを加えている

が、軒反りはゆったりとした形状
 

を示している。水
すい

輪
りん

は球の上下を取った肉厚で安定感

のある形状を呈し、地
ち

輪
りん

及び風輪との幅はそ
 

れほどみられない。地輪は方形であるが、

火輪・水輪とほぼ同じ厚さを有し、全体的に
 

重量感があるものの形状の整った安定感の

ある五輪塔である。また、各輪部の四
し

至
し

には梵字などの銘はみられ
 

ない。 

 五輪塔の
 

起源については諸説があるが、日本で立体化されて大日如来を本尊とする供

養塔として発達し、石造物としては平泉中尊寺内の仁安
にんあん

４年(1169)銘のものが最古と
 

い

われ
 

ている。 

 法光寺に
 

ある五輪塔の制作年代については、各部の形状からみて室町時代の前期ご
 

ろ

と考えられるが、当地方に勢力を有した 常
じょう

楽寺
ら く じ

氏の供養塔とする説もある。しかし、詳

細については不
 

明である。 

 



市指定文化財 

歴史資料 青
せい

龍
りゅう

権現
ごんげん

老樹
ろうじゅ

碑
ひ

 １基 

 

指定年月日 平成 14 年 11 月 18 日 

所 在 地 下妻市鎌庭 

管 理 者 鎌庭香取神社氏子総代 

 

青龍権現社、通称「青龍権現様」の起源は定かではないが、往古より鎌庭東（現在の

鎌庭東公民館）にあり、海少童彦を祭神としてきた。つまり、水の神・農業の神を祭っ

てきたのである。そして、明治 42 年３月 25 日に同社は香取神社に合祀された。しかし、

境内にあった巨木７本は遺され崇められていた。 

 日本の教育史上、画期的な新学制、いわゆる「六・三制」は昭和 22 年４月１日より施

行されることとなった。とりわけ新制中学校の発足は戦後の再建や民主国家の建設に向

けて人々に夢と希望を与えるものであった。しかし、問題は学校建設に要する政府の財

源であったが、それは全く貧弱なものであった。結局、それは各市町村に委ねられるこ

ととなったが、当時、経済的には豊かではなかった大形村にとってはとても校舎建設費

120 万円の捻出は不可能なことであった。さりとて、各戸 2,000 円の負担を求めること

もできなかった。とりわけ総工費の３分の１を占める鎌庭の存在は大きかった。だが、

地域の教育にかける関係者の熱意と決断力と周到な準備により、青龍権現社の巨木を伐

採し、売却して、その費用にあてることになった。そして、このことがきっかけとなり、

地域民待望の大形中学校の独立校舎が竣工したのは昭和 24 年４月１日のことであった。 

その後、昭和 28 年２月 28 日、前記の巨木の跡に、鎌庭の氏子たちにより約２ｍの「青

龍権現老樹碑」が建立された。その碑文には青龍権現、そしてその老木、それを守って

きた先祖に感謝するとともに、伐木の事情、すなわち大形中学校校舎建設の経緯が刻ま

れている。さらに昭和 32 年 11 月 23 日には青 

龍権現社跡老木伐採十周年記念祭が、昭和 57 

年 11 月 23 日は青龍権現老樹伐木 35 周年記念 

祭が、そして平成 10 年 11 月 23 日には青龍権 

現神木伐採五十周年記念祭が関係者により行わ 

れた。鎌庭にあり、地域の人々によって守られ 

るとともに、地域の景観を象徴するもののひと 

つであった青龍権現社の巨木は戦後、地元の大 

形中学校の校舎建設にあたって、その貴重な財 

源となった。しかし、そこに至るまでには地域 

の関係者の大変な苦悩や苦労があった。実は戦 

後の日本の教育はこうした地域の人々の献身的 

な努力によって出発したのである。その後、地 

域の人々は巨木を「神木」として崇敬し、保護 

してきた先人の苦労に感謝するとともに、伐木 

し、校舎建設に至った経緯を伝えるために建碑 

した。こうした地域を愛し、発展させようとし 

た一連の出来事は永く記憶にとどめ、さらに継 

承していかねばならない。 



市指定文化財 

無形民俗 大町
おおまち

はやし 

 

指定年月日 昭和 54 年 11 月５日 

所 在 地 下妻市下妻丙（大町） 

管 理 者 大町はやし保存会 

 

 市内大町には、古くから「大町囃子
は や し

」が伝わっている。これは疫病除けや豊作の祈願

をこめた、勇壮な農村の祗園
ぎ お ん

囃子である。宝暦
ほうれき

年間（1751～1763）の始まりと伝える西

豊田郷（現・八千代町）の囃子が鬼怒川沿岸各地や市内大町に伝わり、代々受け継がれ

てきた。「三
さん

喜
ぎ

利
り

」・「可
か

良
ら

寿
す

｣・「大町太鼓」など演目があり、大太鼓、小太鼓、鼓
つづみ

、笛、

鉦
かね

などがかもしだす囃子の調子は軽妙、勇壮である。  

昭和 46 年に｢大町はやし保存会｣を組織し、絶えず錬磨
れ ん ま

に努め、機会をとらえては市民

に披露している。 

（下妻市史 別編より） 



市指定文化財 

無形民俗 平方
ひらかた

はやし 

 

指定年月日 昭和 54 年 11 月５日 

所 在 地 下妻市平方 

管 理 者 平方はやし保存会 

 

 市
 

内平方には古くから「平方はやし」が伝わっている。この｢平方はやし｣は、阿波踊

りのように囃子に合わせて民衆が一緒に踊り、神輿渡御のような気分を盛り上げる。「佐

原ばやし」や「大杉ばやし」などの流れをくむもので、江戸中期頃から村内で囃され出

し、にわかに盛んになった。鬼怒川沿岸の狭い地域で囃された地囃子である。 

昭和 46 年に｢平方はやし保存会｣を組織
 

し、昔ながらのはやし方を次代に引き継ぐため、

稽古
け い こ

に励
 

んでいる。 

（下妻市史 別編より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



市指定文化財 

無形民俗 大宝
だいほう

八幡宮
はちまんぐう

十二座
じゅうにざ

神楽
か ぐ ら

 

 

指定年月日 昭和 57 年１月８日 

所 在 地 下妻市大宝 

管 理 者 十二座神楽保存会 

 

 大宝
 

八幡宮十二座神楽の起源は明らかではないが、古い境内図に神楽殿が画
えが

かれてお

り、万
まん

治
じ

２年(1659)に神楽殿を建てたという記録、神
 

楽面が江戸時代初期の作といわれ

ていることなどから、古い歴史をうかがい知ることができる。 

 神楽には様々な種類と様式があり、大別すると、①巫女
み こ

神楽、②出雲流
いずもりゅう

神楽、③伊勢流
い せ り ゅ う

神楽、④獅子
し し

神楽に分けることができる。 

 この神楽は出雲流神楽で、これは出雲佐陀
さ だ

大社の茣座
こ ざ

替
がえ

神事に発するといわれ、一般

には太々または太々神楽とよばれている。その内容は主にむかしの神話に基づくもので、

畳二枚四方が基準となり、その範囲で演目に従い奏楽に合わせて、優雅にそして勇壮に

演じられる。 

 演目は五行、猿田彦、恵毘須、那岐那美、稲荷、春日、岩戸の８種の舞からなる。演

者は１ないし５人、装束、仮面、被り物、採り物は舞により固有ものを使う。楽人は３

人以上で、太鼓、小鼓、笛で演奏する。 

 

 



市指定文化財 

無形民俗 村岡
むらおか

の高灯籠
たかとうろう

   

 

指定年月日 平成５年２月 25 日 

所 在 地 下妻市村岡 

管 理 者 満徳寺檀徒衆 

 

 村岡の満徳寺では、墓薙ぎの翌日（８月７日）、｢タカンドウロウ｣（高灯籠）と呼ばれ

る新仏を迎える行事が毎年行われている。もともとは新盆の有る家々で行われていたが、

いつの頃からか（明治以前）村中の家々から一人ずつ夜明け前の午前４時頃に寺に集ま

り、高さ 10ｍ程度の高灯籠を立てるようになったという。 

 以下、この高灯籠の概略・特徴を紹介する。 

①かつては広く分布していた高灯籠ではあったが、現在は各地で姿を残す民俗としての

貴重な資料である。②現在行われている事例を見ても、５間ぐらいのものを立てる村岡

の事例は極めて珍しい。本来「高ければ高いほどよい」といわれたものであるので、村

岡の高灯籠は古式に近い形態であるといえる。③村内で１つの高灯籠を立てる村岡では、

個々の家で岐阜提灯の大きいものを新盆から２～３年間軒先にともすという。つまり岐

阜提灯が並行して存在するようになったのである。これは村で立てる岐阜提灯の機能分

化の結果といえ、興味深い事例といえる。④村岡の高灯籠が、家の行事から村の行事へ

と変化していったことは興味深い。村落結合の象徴としても高灯籠を見ることができる

といえ、盆行事が極めて家の行事の性 

格を強く持ちながら、先祖を媒介に村 

の行事としての傾向も示す好事例とい 

うことができる。⑤盆行事としての高 

灯籠として㋑５間という高さを持つ点。 

㋺杉の木を使用し、先に新葉を残すと 

いう高灯籠の特徴を有する点。㋩以前 

は午前２時、現在も５時前と「お天道 

様が出る前に立てる」ことが守られて 

いる。㋥新盆の家が主体である点。㋭ 

七夕、墓薙ぎ翌日の８月７日から８月 

30日まで立てている点。㋬村中から縄 

を持って集まっている点。㋣伝承とし 

ても、高灯籠があがることによりシン 

ボトケが無事迷わずに帰ってこられる 

ので、ギリに行った時に「おめでとう」 

とあいさつすると伝えられており、高 

灯籠の意味が継承されている点など、 

重要な特徴が今なお伝わっていること 

を考えても本例は貴重な民俗文化財で 

ある。 



市指定文化財 

史 跡 横瀬
よ こ せ

夜
や

雨
う

の生家
せ い か

 １棟 

 

指定年月日 昭和 52 年３月 22 日 

所 在 地 下妻市横根 

管 理 者 個 人 

 

横瀬夜雨は明治 11 年(1878)１月１日に生まれた。父は忠右衛門、母ははまといい、７

人兄弟の次男、本名
 

を虎寿
とらじゅ

、幼名は利根丸といった。家は「ヤマカ」の名で近在に知ら

れた豪農で、明治維新頃まで質屋なども兼ね
 

ていた。３歳の頃に傴僂
く る

病に冒され生涯苦

しめられた。大宝尋常
じんじょう

小学校を修了すると自宅に籠
こも

ってひたすら読書に明け暮れた。 

その後、明治 28 年(1895)10 月、「神も仏も」という詩によって「文庫」の詩友に広く

知られることになった。筑波
 

根詩人の名で親しまれているが、これは筑波山麓に起居
 

し

ていたばかりでなく、その詩の
 

中に筑波をうたい続けたからでもある。 

夜雨の詩の中で広く
 

知られているのは「お才」で、ほかには「やれだいこ」「雪燈籠」

などの佳作がある。そのほか随筆
 

や世相史物を執筆し、中でも「天狗騒ぎ」「太政官時代」

などの名著
 

を残している。 

明治 38 年(1905)頃からは、農村
 

の子弟教化のために塾を開いてその育成に努めていた

が、昭和９年(1934)２月 14 日に永眠
 

した。行年 57 歳であった。 

二階建てで入母屋造りの生家は、安政
あんせい

年間(1854～1860)の建造と伝えられている。屋

根は茅葺きの堂々たるものであったが、生誕
 

百年記念の際、今のものに葺き替
 

えられた
 

。 

 



市指定文化財 

史 跡 多賀谷
た が や

城
じょう

本丸
ほんまる

跡
あと

（旧名 下妻城） 

 

指定年月日 昭和 52 年３月 22 日 

所 在 地 下妻市本城町 

管 理 者 下 妻 市 

 

市内本城町
もとしろちょう

に戦国時代にあった城郭。当時この地域で勢力を持った多賀谷氏によって、

15 世紀の半ば(寛
かん

正
しょう

年間)に築城されたといわれる。その後、多賀谷氏は谷田部（現・つ

くば市）、水海道（現・常総市）以南にまで領地を拡大したが、慶長
けいちょう

５年(1600)関
 

ヶ原

の戦いに参陣しなかったため、城地没収のうえ追放された。明治 22 年(1889)本丸
 

跡の台

地に多賀谷氏遺跡碑が建てられるまで下妻
 

城と呼ばれた。現在は、多賀谷城跡公
 

園とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



市指定文化財 

史 跡 浅間
せんげん

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 １基 

 

指定年月日 昭和 52 年３月 22 日 

所 在 地 下妻市黒駒 

管 理 者 個 人 

 

 市内黒駒字駒ヶ墓にある古墳で、全長 40ｍ、後円部の高さ 5.35ｍの小規模ながら典型

的な前方後円墳である。木立に覆われた墳丘上に浅間
せんげん

祠
し

があり、保存状態は極めて良好
 

で

ある。 

 この古墳
 

は６世紀から７世紀ごろ市内平方や八千代町の久下田などに水田を開いた豪

族の墓ではないかと考えられる
 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



市指定文化財 

史 跡 小島
お じ ま

草庵
そうあん

跡
あと

 

 

指定年月日 昭和 52 年３月 22 日 

所 在 地 下妻市小島 

管 理 者 下 妻 市 

 

 親鸞
しんらん

は、その生い立ちから、配流、妻帯、東国移住の動機、小島居住説をはじめ、そ

の生涯について、様々な論がなされており、親鸞
 

伝の決定版はまだ見られないが、当地
 

に

は次のような伝承が残されている。 

 越後流罪と滞留７年の後、親鸞は建
けん

保
ぽう

２年(1214)妻子を伴って上野
こうずけの

国
くに

佐貫を経て、

常陸
ひたちの

国
くに

に入り、最初に居住したのが、ここ小島草庵である。ここに３年間滞留し、越後

で果せなかった真宗念仏の伝道
 

に積極的に乗り出した。いわばこの草庵（三月寺）こそ

真宗開祖の親鸞が関東において真価
 

を発揮した最初の土地である。 

親鸞の高弟蓮
 

位坊は当地出身といわれ、子孫は下間
しもつま

氏と称して、鎌倉時代から現代に

至るまで、東・西本願寺の坊官
ぼうかん

を勤めている。 

 この草庵跡には「親鸞聖人御旧跡」、｢三歳御住居｣とした古碑や欽
きん

明
めい

天皇、用
よう

明
めい

天皇、

聖徳太子の墓に、後に親鸞の墓を加えて「四体仏
したいぼとけ

」と呼ぶ五輪塔がある。また、親鸞は

ここ小島草庵から笠間の稲田へと移っていったのだが、その親鸞を慕い、稲田に向かっ

て枝を伸ばしていることから｢稲田恋しの銀杏
いちょう

｣を呼ばれる大樹がある。 

 



市指定文化財 

史 跡 村岡
むらおか

柴崎
しばさき

古墳
こ ふ ん

１号
いちごう

 １基  

 

指定年月日 平成２年 10 月８日 

所 在 地 下妻市村岡 

管 理 者 村岡柴崎古墳１号管理組合 

 

 市内村岡字柴崎地区の東部に所在する古墳で、「浅間
せんげん

神社」として永い間地元の
 

人々に

よって
 

守り続けられて来たものである。全長 65ｍ、前方部 25ｍ、後円部直径 40ｍを計

測する前方後円墳
ぜんぽうこうえんふん

である。 

 発掘調査を
 

行っていないので確定的ではないが、地表観察から推定すると、墳丘は
 

か

なり削平されているため、旧状を確認することは不可能であり、埴輪
は に わ

・土師器
は じ き

などの時 

期を決定付ける遺物は出土していない
 

。 

 前方部の未発達と
 

いう状況や埴輪が確認されなかったという２点から、前期古墳の

範疇
はんちゅう

に含まれるものと推定し
 

、年代を５世紀前半としておく。し
 

かし、墳丘の形態を前

方後円墳とし、時期を５世紀前半としたのも、あくまで地表観察からの
 

推定であって、

確定的なことは後日の発掘調査に結果を期待し
 

たい。 

 なお、近くに
 

は八千代町仁江戸古墳群の愛宕山古墳（昭和 53 年八千代町指定）などが

所在しており、本来は同一古墳群と
 

して理解されるものである。 

 

 



市指定文化財 

史 跡 村岡
むらおか

柴崎
しばさき

古墳
こ ふ ん

２号
に ご う

 １基  

 

指定年月日 平成２年 10 月８日 

所 在 地 下妻市村岡 

管 理 者 村岡柴崎古墳２号管理組合 

 

全長 55ｍ、前方部 25ｍ、後円部直径 30ｍを計測する前方後円墳
ぜんぽうこうえんふん

で、先の１号墳の東

側に隣接して所在し
 

ている。 

 １号墳と同様に埴輪
は に わ

や土師器
は じ き

などの遺物は確認されていない。時期を考える手段とし

て墳丘の形態から他に
 

類例を求め、県内における前方後円墳でこのように前方部の未発

達な古墳としては
 

、山木古墳（つくば市）・上出島２号墳（坂東市）・ぜんぶ塚古墳（石

岡市）・佐自塚古墳（石岡市）など
 

があるが、これらはすべて埴輪を持たない古墳で、時

期は５世紀前半のものである。本古墳もこれに
 

よるならば、５世紀前半とすることがで

きる。また、現状観察や図面から判断して
 

、全長 55ｍの前方後円墳とみなすことができ

る。  

１・２号墳とも市内において
 

最大級・最古級の古墳であり、県内の古墳の中において

も数少ない前期古墳とみなすこ
 

とができる。鬼怒川流域の古代史を究明するためには、

不可欠な古墳群ということができ
 

る。 

 

 



市指定文化財 

天然記念物 親
しん

鸞
らん

御
お

手
て

植
うえ

の菩提樹
ぼだいじゅ

 １株 

 

指定年月日 昭和 52 年３月 22 日 

所 在 地 下妻市下妻乙（栗山） 

管 理 者 光 明 寺 

 

大幹
 

の樹高 2.73ｍ、小幹の樹高 2.42ｍ、大幹小幹共幹周囲 1.5ｍを計測する。樹齢は

700 年以上と推定
 

される。 

 この樹は建
けん

保
ぽう

年間(1213～18)に浄土真宗の開祖親鸞聖人が小島の草庵に３年間滞在し、

伝道に努めていたが、笠間の稲
 

田に去る際、記念に植樹したものと伝えられ、聖人御遺

跡巡拝者の間では有名な老
 

樹である。 

 歌人長塚節もしばしば当地
 

を訪れており、菩提樹を詠んだ一首が傍の歌碑にある。 

 

 

 

   うつそみの人のためにと菩提樹を 

          ここに植ゑけむ人の
 

尊とさ 

 

 

 



市指定文化財 

天然記念物 明
みょう

空
くう

御
お

手
て

植
うえ

の 柊
ひいらぎ

 １株 

 

指定年月日 昭和 52 年３月 22 日 

所 在 地 下妻市下妻乙（栗山） 

管 理 者 光 明 寺 

 

 樹高
 

5.87ｍ、幹周囲 2.90ｍを計測し、推定樹齢 700 年以上とされていたが、平成 30

年９月 30 日未明、台風
 

の強風により倒木してしまった。現在は２世の柊が後を継
 

いでい

る。 

 光
 

明寺開基明空房は寺伝によれば俗名三浦荒次郎義忠といい、親鸞の弟子となり、仏

道に励んだ。明
 

空は柊を好み、境内に多く植えたので、光明寺は「柊道場」とも呼ばれ

た。この老
 

樹は当時のものといわれていた。傍に次の歌碑がある。 

 

わ
れ
も
ま
た
心
に
造
る
罪
科
を 

 
 

 
 

 

名
に
あ
ら
わ
し
て 

植
う
る
一
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

明 

空 



市指定文化財 

天然記念物 下妻
しもつま

神社
じんじゃ

の大欅
おおけやき

 １株 

 

指定年月日 昭和 52 年３月 22 日 

所 在 地 下妻市下妻乙（西町） 

管 理 者 下妻神社氏子総代 

    

 下妻神社は、15 世紀後半（文明
ぶんめい

年間）に、下妻城主多賀谷家植
いえたね

が建立したと伝えられ

る。江戸時代になり、下妻藩初代井上正長が正徳
しょうとく

２年(1712)に入部してからは、城廻
しろめぐり

村

（現在の下妻乙地番）の守護神として崇敬された。正
 

長が社殿を再建したとの説もある。 

 この大欅は当社のご神木
 

であり、推定樹齢 550 年以上といわれ、市内最大級の大樹で

ある。樹高 20ｍ以上、幹
みき

回
まわ

り７ｍ以上で玉目（渦状をなしたこまかい木目）が美しいと

いわれる。 

 

 



市指定文化財 

天然記念物 無量院
むりょういん

の大
おお

ケヤキ １株  

 

指定年月日 平成２年３月 17 日 

所 在 地 下妻市皆葉 

管 理 者 無 量 院 

  

 鬼怒川沿岸で随一
ずいいち

の巨樹であり、無量院の南から入る参道の入口のところにある。 

 樹高 23.6ｍ、目
 

通り幹周囲 6.4ｍ、根本周囲 7.4ｍ、推定樹齢 500 年。地上約６ｍの

とこ
 

ろで大きく二本に分岐し
 

、枝張りは東西 23.5ｍ、南北 25.7ｍと枝の広がりが大きく、

樹勢は盛ん
 

である。 

 

 



国登録文化財 

建 造 物 江連用水旧溝
えづれようすいきゅうこう

宮裏両樋
みやうらりょうひ

 

 

登録年月日 平成 27 年３月 26 日 

所 在 地 下妻市本宗道 

管 理 者 下 妻 市 

 

明治33年(1900)に建造された煉瓦造
れんがづくり

の水門である。鬼怒川左岸の真岡市上江連を水源

とし、鬼怒川と小貝川に挟まれた地域の灌漑
かんがい

用として設けられた江連用水の旧分水施設

であり、東西各3.6ｍの二連の煉瓦造樋門と、湾曲する煉瓦擁壁
ようへき

が一体となっている。上

流側は船の舳先のような水切り、下流側は階段状とする堰柱
せきちゅう

の形式が特徴である。使用

されている煉瓦は、市内鯨に所在した國府田
こ う だ

煉瓦工場で生産されたもの
 

で、「∴」の刻

印がある。かつて江連用水には多数の煉瓦水門が存在したが、現存するのは本物件のみ

である。宗任神社の裏手に位置し「宮裏堰
みやうらぜき

」とも呼ばれ親しまれてきた。昭和50年代に

江連用水の
 

流路が変更され、旧水路は「江連用水旧溝」と呼ばれている。 

現在は用水の
 

分水施設としての機能は失ったが、歴史的に貴重な施設として保存され

ている。平成13年には
 

一部が改修され、周囲は公園として整備された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



下妻市の指定・登録文化財一覧 
 

【 指 定 文 化 財 】                    

番号 種 別 区分 名         称 数 所在地 管  理  者 指 定 年 月 日 

１ 建造物 国 大 宝 八 幡 宮 本 殿 １ 大  宝 大  宝  八  幡  宮 M . 3 9 .４. 1 4 

２ 史  跡 国 大    宝    城   跡 １ 大  宝 下   妻   市 S .９ .５ .１ 

３ 彫  刻 県 金銅 阿弥陀如来三尊像 ３ 高道祖 常   願   寺 S . 3 7 .２. 2 6 

４ 彫  刻 県 木 造  聖 徳 太 子 立 像 １ 下妻乙 
（ 栗 山 ） 

光   明   寺 S . 5 9 .３.８ 

５ 彫  刻 県 木造 観世音菩薩立像 １ 肘  谷 肘  谷  地  区 S . 5 9 .３.８ 

６ 彫  刻 県 銅 造  薬 師 如 来 立 像 １ 皆  葉 無   量   院 H .７.１. 2 3 

７ 彫  刻 県 木 造  千 手 観 音 坐 像 １ 下妻乙 
（小野子） 

小 野 子 自 治 区 H . 1 1 .１. 2 5 

８ 工芸品 県 瑞 花 雙 鳥 八 稜 鏡 １ 大  宝 大 宝 八 幡 宮 S . 4 0 .２. 2 4 

９ 工芸品 県 銅  鐘 １ 大  宝 大 宝 八 幡 宮 S . 5 9 .３.８ 

10 古文書 県 親 鸞 門 侶 交 名 １ 下妻乙 
（ 栗 山 ） 

光   明   寺 H.1 9. 11 .16 

11 考古資料 県 丸  木  舟 １ 大  宝 大 宝 八 幡 宮 S . 5 9 .３.８ 

12 史  跡 県 駒    城    跡 １ 黒  駒 下   妻   市 S.1 0. 11 .26 

13 建造物 市 石 造 五 輪 塔 １ 黒  駒 個 人 S . 5 4 . 1 1 .５ 

14 建造物 市 今 泉 不 動 堂 １ 今  泉 今泉不動尊氏子総代 H .８. 1 2 . 2 6 

15 絵  画 市 絹 本 著 色 東 方 朔 図 １ 大園木 個 人 H .２.３. 1 7 

16 絵  画 市 明治諸家画帖全 19 図 １ 大園木 個 人 H .５.２. 2 5 

17 絵  画 市 絹本著色愛染明王像 １ 下妻丙 
（ 大 町 ） 

円   福   寺 H .８. 1 2 . 2 6 

18 彫  刻 市 木 造  釈 迦 涅 槃 像 １ 下妻丙
（ 大 町 ） 

金   林   寺 S . 6 1 .３. 3 1 

19 彫  刻 市 石 造 十 三 仏 １ 伊古立 伊 古 立 地 区 H .８.１. 1 8 

20 彫  刻 市 木造 阿弥陀如来立像 １ 下妻戊
（ 田 町 ） 

雲   充   寺 H .８. 1 2 . 2 6 

21 古文書 市 宗任明神社領朱印状 13 本宗道 宗 任 神 社 H .元.３. 1 7 

22 古文書 市 覚 幸嶋十二郷豊田三十三郷惣高 １ 本宗道 宗 任 神 社 H .元.３. 1 7 

23 古文書 市 多 賀 谷 氏 発 給 文 書 ８ 
下妻乙
（ 栗 山 ） 光   明   寺 H .８. 1 2 . 2 6 

24 古文書 市 親 鸞 伝 絵 ４ 下妻乙
（ 栗 山 ） 

光   明   寺 H .８. 1 2 . 2 6 

25 古文書 市 吉 澤 家 文 書 40 長塚乙 下妻市ふるさと博物館 H .８. 1 2 . 2 6 

26 考古資料 市 法  光  寺  の  板  碑 ２ 下 栗 法  光  寺 H .元.３. 1 7 

27 考古資料 市 薬  王  寺  の  板  碑 ２ 宗 道 薬  王  寺 H .２.３. 1 7 

28 考古資料 市 石  造  五  輪  塔 １ 下 栗 法  光  寺 H .２.３. 1 7 



29 歴史資料 市 青 龍 権 現 老 樹 碑 １ 鎌 庭 鎌庭香取神社氏子総代 H.1 4. 11 .18 

30 無形民俗 市 大  町  は  や  し １ 下妻丙 
（ 大 町 ） 

大 町 は や し 保 存 会 S . 5 4 . 1 1 .５ 

31 無形民俗 市 平  方  は  や  し １ 平  方 平 方 は や し 保 存 会 S . 5 4 . 1 1 .５ 

32 無形民俗 市 大宝八幡宮十二座神楽 １ 大  宝 十 二 座 神 楽 保 存 会 S . 5 7 .１.８ 

33 無形民俗 市 村 岡 の 高 灯 籠 １ 村 岡 満 徳 寺 檀 徒 衆 H .５.２. 2 5 

34 史  跡 市 横 瀬 夜 雨 の 生 家 １ 横  根 個 人 S . 5 2 .３. 2 2 

35 史  跡 市 多 賀 谷 城 本 丸 跡 １ 本城町 下   妻   市 S . 5 2 .３. 2 2 

36 史  跡 市 浅 間 塚 古 墳 １ 黒  駒 個 人 S . 5 2 .３. 2 2 

37 史  跡 市 小 島 草 庵 跡 １ 小  島 下   妻   市 S . 5 2 .３. 2 2 

38 史  跡 市 村 岡 柴 崎 古 墳 １ 号 １ 村  岡 村岡柴崎古墳１号管理組合 H .２. 1 0 .８ 

39 史  跡 市 村 岡 柴 崎 古 墳 ２ 号 １ 村  岡 村岡柴崎古墳２号管理組合 H .２. 1 0 .８ 

40 天然記念物 市 親鸞御手植の菩提樹 １ 下妻乙
（ 栗 山 ） 

光   明   寺 S . 5 2 .３. 2 2 

41 天然記念物 市 明 空 御 手 植 の 柊 １ 下妻乙
（ 栗 山 ） 

光   明   寺 S . 5 2 .３. 2 2 

42 天然記念物 市 下 妻 神 社 の 大 欅 １ 下妻乙 
（ 西 町 ） 

下 妻 神 社 氏 子 総 代 S . 5 2 .３. 2 2 

43 天然記念物 市 無 量 院 の 大 ケ ヤ キ １ 皆 葉 無  量  院 H .２.３. 1 7 

 

【 登 録 文 化 財 】 

番号 種  別 区分 名          称 数 所在地 管   理   者 登 録 年 月 日 

44 建造物 国 江連用水旧溝宮裏両樋 １ 本宗道 下   妻   市 H . 2 7 .３. 2 6 

 

【指定・登録文化財件数】 

 

 

 

 

 

区 分 
建

造 

絵

画 

彫

刻 

工

芸 

書

跡 

典

籍 

古

文 

考

資 

歴

資 

無

形 

有

民 

無

民 

史

跡 

名

勝 

天

記 
合計 

国指定 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ 

県指定 ０ ０ ５ ２ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ 10 

市指定 ２ ３ ３ ０ ０ ０ ５ ３ １ ０ ０ ４ ６ ０ ４ 31 

小 計 ３ ３ ８ ２ ０ ０ ６ ４ １ ０ ０ ４ ８ ０ ４ 43 

国登録 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

合 計 ４ ３ ８ ２ ０ ０ ６ ４ １ ０ ０ ４ ８ ０ ４ 44 


